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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　基材の少なくとも一部の光反射性を有する領域に、前記領域と異なる色で、規則的にマ

トリクス状に配置された複数の背景要素と、前記領域と等色で盛り上がりを有し、少なく

とも一部の前記背景要素に対し、隣接又は近接して配置された複数の潜像要素とを有する

印刷画像を備え、

　前記複数の潜像要素は、前記背景要素に対して第一の方向に隣接又は近接して配置され

た潜像要素であって第一の潜像画像を形成する複数の第一の潜像要素と、前記背景要素に

対して第二の方向に隣接又は近接して配置された潜像要素であって第二の潜像画像を形成

する複数の第二の潜像要素と、・・・、前記背景要素に対して第ｎの方向に隣接又は近接

して配置された潜像要素であって第ｎの潜像画像を形成する複数の第ｎの潜像要素（ｎは

３以上の自然数）から成り、

　前記基材を、反射光下で第ｍの方向（ｍは１からｎまでの整数）に傾けて観察すると、

各第ｍの潜像要素により前記背景要素が死角となることにより、前記各第ｍの潜像要素か

ら成る第ｍの潜像画像が視認されることを特徴とする潜像印刷物。

【請求項２】

　前記領域は、

　ｉ）前記基材自体で形成され、前記背景要素は、前記基材と異なる色のインキで形成さ

れ、又は、

　ｉｉ）前記基材上に、前記基材とは異なる色のインキで形成され、前記背景要素は、前
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記 領 域 を 形 成 す る イ ン キ を 施 さ ず に 、 前 記 基 材 と は 異 な る 色 の イ ン キ を 形 成 し た 層 の 下 層

を 露 出 す る こ と で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 潜 像 印 刷 物 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 印 刷 画 像 は 、 前 記 潜 像 要 素 と 重 複 し な い 位 置 に 、 前 記 領 域 と 異 な る 色 の 可 視 要 素 が

複 数 配 置 さ れ て 成 る 可 視 画 像 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 潜 像 印 刷 物

。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 可 視 要 素 の 輪 郭 を 囲 む よ う に 、 前 記 第 一 の 潜 像 要 素 、 前 記 第 二 の 潜 像 要 素 、 ・ ・ ・

、 前 記 第 ｎ の 潜 像 要 素 が 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 潜 像 印 刷 物 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 銀 行 券 、 有 価 証 券 、 パ ス ポ ー ト 等 の 貴 重 印 刷 物 の 分 野 に お い て 、 傾 け て 観 察

し た と き に 潜 像 画 像 を 観 察 す る こ と が で き る 潜 像 印 刷 物 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 銀 行 券 、 有 価 証 券 、 パ ス ポ ー ト 等 の 貴 重 印 刷 物 は 、 そ の 性 質 上 、 偽 造 や 改 竄 さ れ な い こ

と が 要 求 さ れ る 。 こ の よ う な 偽 造 防 止 対 策 の 一 つ と し て 、 印 刷 物 を 傾 け て 視 認 し た 際 に 、

潜 像 画 像 が 視 認 可 能 と な る 技 術 が 用 い ら れ て お り 、 例 え ば 、 基 材 上 に 凹 凸 の レ リ ー フ 万 線

と 、 印 刷 万 線 を 積 層 し て 配 置 す る こ と で 、 観 察 角 度 の 変 化 に よ り 、 印 刷 万 線 が レ リ ー フ 万

線 の 影 と な り 視 認 で き な く な る こ と で 、 レ リ ー フ 万 線 の 形 状 に 応 じ た 潜 像 画 像 が 視 認 可 能

と な る 技 術 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 、 前 述 の 技 術 で は 、 平 行 状 の レ リ ー フ 万 線 と 印 刷 万 線 に よ り 形 成 し て い る

こ と か ら 、 レ リ ー フ 万 線 の 形 状 に 応 じ た 一 つ の 潜 像 画 像 が 視 認 可 能 と な る だ け で あ り 、 よ

り セ キ ュ リ テ ィ 性 が 向 上 し た 、 複 数 の 潜 像 画 像 が 視 認 可 能 と な る 技 術 が 、 求 め ら れ て い た

。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 そ こ で 、 本 出 願 人 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 盛 り 上 が り 画 線 を 用 い て 、 多 方 向 で 潜

像 画 像 が 変 化 す る 印 刷 物 を 提 案 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 光 透 過 性 を 有 す る

基 材 の 上 に 、 マ ト リ ク ス 状 に 基 材 が 露 出 し た 光 遮 断 層 を 形 成 し 、 マ ト リ ク ス 状 の 露 出 部 の

四 方 に 盛 り 上 が り 画 線 を 配 置 す る こ と で 、 透 過 光 下 で 傾 け て 観 察 し た 際 に 、 同 一 方 向 に 配

置 さ れ た 盛 り 上 が り 画 線 が 、 露 出 部 を 遮 断 す る こ と で 、 潜 像 画 像 が 視 認 さ れ る 。 ま た 、 異

な る 方 向 に 傾 け て 観 察 し た 際 に は 、 そ の 角 度 に 配 置 さ れ た 盛 り 上 が り 画 線 が 、 露 出 部 を 遮

断 す る こ と で 、 異 な る 潜 像 画 像 が 視 認 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 本 出 願 人 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た レ ー ザ 穿 孔 を 用 い て 、 多 方 向 で 潜 像 画 像

が 変 化 す る 印 刷 物 を 提 案 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 基 材 に 形 成 し た 、 マ ト リ

ク ス 状 の 穿 孔 の う ち 、 潜 像 画 像 を 構 成 す る 穿 孔 の 内 側 に 印 刷 要 素 が 付 与 さ れ た 印 刷 物 で あ

り 、 透 過 光 下 で 傾 け て 観 察 し た 際 に 、 同 一 方 向 に 付 与 さ れ た 印 刷 要 素 か ら な る 、 潜 像 画 像

が 視 認 さ れ る 。 ま た 、 異 な る 方 向 に 傾 け て 観 察 し た 際 に は 、 そ の 角 度 に 配 置 さ れ た 印 刷 要

素 か ら な る 、 異 な る 潜 像 画 像 が 視 認 さ れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ５ ２ ５ ２ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ２ ４ ４ ７ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に よ り 、 観 察 角 度 の 変 化 に よ り 、 複 数 の 潜 像 画 像 が 視 認 可 能

と な る 印 刷 物 を 形 成 す る こ と が 、 可 能 と な っ た 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 発 明 は 、 透

過 光 下 で 観 察 可 能 と す る た め に 、 透 過 性 を 有 す る 基 材 を 用 い る こ と を 必 須 と し て い る 。 よ

っ て 、 用 い る 基 材 に 制 約 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 発 明 は 、 基 材 を 貫 通 す る レ ー ザ 穿 孔 を 形 成 し て い る 。 よ っ て 、 基 材

の 一 部 を 破 壊 す る た め 、 基 材 の 強 度 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 さ ら に 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ は 、 潜 像 画 像 を 構 成 す る 微 小 な 要 素 か ら 光 が 透 過 す

る こ と で 、 潜 像 画 像 が 視 認 可 能 と な る 。 よ っ て 、 強 い 透 過 光 が 透 過 す る 観 察 条 件 下 で 視 認

し な い 場 合 は 、 潜 像 画 像 が 視 認 し づ ら い と い う 問 題 が あ る こ と か ら 、 透 過 光 下 で は な く 反

射 光 下 に お い て 、 角 度 の 変 化 に よ り 、 複 数 の 潜 像 画 像 が 視 認 可 能 と な る 印 刷 物 が 求 め ら れ

て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 は 前 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し た も の で 、 用 い る

基 材 に 制 約 が な く 、 ま た 強 度 に つ い て も 損 な う こ と な く 、 反 射 光 下 に お い て 明 瞭 に 複 数 の

観 察 角 度 か ら 異 な る 潜 像 画 像 が 視 認 可 能 と な る 潜 像 印 刷 物 を 提 供 す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 前 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 は 、 基 材 の 少 な く と も 一 部 の 光 反 射

性 を 有 す る 領 域 に 、 領 域 と 異 な る 色 で 、 規 則 的 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 背 景 要

素 と 、 領 域 と 等 色 で 盛 り 上 が り を 有 し 、 少 な く と も 一 部 の 背 景 要 素 に 対 し 、 隣 接 又 は 近 接

し て 配 置 さ れ た 複 数 の 潜 像 要 素 と を 有 す る 印 刷 画 像 を 備 え 、 複 数 の 潜 像 要 素 は 、 同 じ 方 向

に 配 置 さ れ た 複 数 の 第 一 の 潜 像 要 素 と 、 第 一 の 潜 像 要 素 と は 異 な る 一 つ の 方 向 に 配 置 さ れ

た 複 数 の 第 二 の 潜 像 要 素 と 、 ・ ・ ・ 、 各 潜 像 要 素 と は 異 な る 一 つ の 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数

の 第 ｎ の 潜 像 要 素 （ ｎ は ３ 以 上 の 自 然 数 ） か ら 成 り 、 同 じ 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数 の 潜 像 要

素 に よ り 、 各 潜 像 要 素 に 対 応 し た 、 第 一 の 潜 像 画 像 、 第 二 の 潜 像 画 像 、 ・ ・ ・ 、 第 ｎ の 潜

像 画 像 が 形 成 さ れ 、 基 材 を 、 反 射 光 下 で 各 潜 像 要 素 を 配 置 さ れ た 方 向 に 傾 け て 観 察 す る と

、 同 じ 方 向 に 配 置 さ れ た 各 潜 像 要 素 か ら 成 る 潜 像 画 像 が 視 認 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 に お け る 領 域 は 、 ｉ ） 基 材 自 体 で 形 成 さ れ 、 背 景 要 素 は 、 基

材 と 異 な る 色 の イ ン キ で 形 成 さ れ 、 又 は 、 ｉ ｉ ） 基 材 上 に 、 基 材 と は 異 な る 色 の イ ン キ で

形 成 さ れ 、 背 景 要 素 は 、 領 域 を 形 成 す る イ ン キ を 施 さ ず に 、 基 材 と は 異 な る 色 の イ ン キ を

形 成 し た 層 の 下 層 を 露 出 す る こ と で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 に お け る 印 刷 画 像 は 、 潜 像 要 素 と 重 複 し な い 位 置 に 、 領 域 と

異 な る 色 の 可 視 要 素 が 複 数 配 置 さ れ て 成 る 可 視 画 像 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 に お け る 可 視 要 素 の 輪 郭 を 囲 む よ う に 、 第 一 の 潜 像 要 素 、

第 二 の 潜 像 要 素 、 ・ ・ ・ 、 第 ｎ の 潜 像 要 素 が 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 は 、 基 材 を 破 壊 し て 強 度 を 損 な う こ と な く 、 基 材 の 一 方 の 面 に マ ト

リ ク ス 状 に 印 刷 要 素 及 び 盛 り 上 が り を 有 す る 画 線 を 形 成 す る こ と で 、 観 察 角 度 の 変 化 に よ

り 視 認 可 能 な 印 刷 物 を 形 成 す る こ と が 、 可 能 と な る 。 ま た 、 反 射 光 下 で 、 潜 像 画 像 の 変 化

を 観 察 す る こ と が 可 能 で あ る こ と か ら 、 明 瞭 に 潜 像 画 像 を 視 認 す る こ と が 、 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 示 す 平 面 図 。

【 図 ２ 】 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） に よ り 観 察 さ れ る 潜 像 画 像 を 示 す 図 。
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【 図 ３ 】 領 域 （ Ｚ １ ） の 構 成 を 詳 細 に 示 す 展 開 図 。

【 図 ４ 】 第 一 の 画 像 （ ２ ） を 示 す 平 面 図 。

【 図 ５ 】 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 形 状 を 示 す 図 。

【 図 ６ 】 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） を 示 す 平 面 図 。

【 図 ７ 】 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） の 他 の 構 成 を 示 す 平 面 図 。

【 図 ８ 】 背 景 要 素 （ ２ ａ ） と 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 配 置 を 示 す 模 式 図 。

【 図 ９ 】 背 景 要 素 （ ２ ａ ） と 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 配 置 状 態 を 示 す 図 。

【 図 １ ０ 】 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 形 状 を 示 す 図 。

【 図 １ １ 】 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） を 示 す 平 面 図 。

【 図 １ ２ 】 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） を 示 す 平 面 図 。

【 図 １ ３ 】 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） を 示 す 平 面 図 。

【 図 １ ４ 】 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 視 点 （ Ｅ １ ） か ら 観 察 し た 状 態 を 示 す 図 。

【 図 １ ５ 】 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 斜 め 方 向 か ら 観 察 し た 状 態 を 示 す 図 。

【 図 １ ６ 】 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） の 他 の 形 態 を 示 す 模 式 図 。

【 図 １ ７ 】 領 域 （ Ｚ ２ ） の 構 成 を 詳 細 に 示 す 展 開 図 。

【 図 １ ８ 】 領 域 （ Ｚ ２ ） の 他 の 構 成 を 詳 細 に 示 す 展 開 図 。

【 図 １ ９ 】 領 域 （ Ｚ ３ ） の 構 成 を 詳 細 に 示 す 展 開 図 。

【 図 ２ ０ 】 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ ３ ） を 視 点 （ Ｅ １ ） か ら 観 察 し た 状 態 を 示 す 図 。

【 図 ２ １ 】 可 視 要 素 （ ４ ａ ） を 囲 む よ う に 潜 像 要 素 を 配 置 し た 状 態 を 示 す 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 し か し な が ら 、 本 発

明 は 、 以 下 に 述 べ る 実 施 す る た め の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 記 載

に お け る 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 で あ れ ば 、 そ の 他 の い ろ い ろ な 実 施 の 形 態 が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 示 す 平 面 図 で あ る 。 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） は 、 紙

幣 、 旅 券 、 有 価 証 券 等 の 貴 重 印 刷 物 で あ り 、 基 材 （ １ ） 上 の 少 な く と も 一 部 に 、 領 域 （ Ｚ

１ ） を 備 え る 。 な お 、 図 １ で は 、 基 材 （ １ ） の 一 部 に 領 域 （ Ｚ １ ） が 設 け ら れ て い る が 、

潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） 全 体 を 領 域 （ Ｚ １ ） と し た 構 成 で も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 領 域 （ Ｚ １ ） を 、 基 材 （ １ ） に 対 し て 斜 め 方 向 か ら 観 察 す る と 、 観

察 方 向 ご と に 異 な る 潜 像 画 像 （ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ ） が 観 察 さ れ る 。 な お 、 図 ２ で は

、 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 四 つ の 異 な る 斜 め の 方 向 か ら 観 察 し た と き に 、 観 察 方 向 ご と に 異

な る 潜 像 画 像 （ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ ） が 観 察 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ３ は 、 領 域 （ Ｚ １ ） の 構 成 を 詳 細 に 示 す 展 開 図 で あ る 。 本 発 明 の 領 域 （ Ｚ １ ） は 、 二

通 り の 構 成 が あ り 、 詳 細 は 後 述 す る が 、 一 つ は 、 領 域 （ Ｚ １ ） が 基 材 （ １ ） 自 体 で 形 成 さ

れ た 構 成 で あ り 、 も う 一 つ は 、 基 材 （ １ ） の 上 に 、 基 材 （ １ ） と は 異 な る 色 の イ ン キ で 形

成 さ れ た 構 成 で あ る 。 以 下 、 は じ め に 、 領 域 （ Ｚ １ ） が 基 材 （ １ ） 自 体 で 形 成 さ れ た 構 成

と し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 領 域 （ Ｚ １ ） は 、 第 一 の 画 像 （ ２ ） 及 び 第 二 の 画 像 （ ３ ） か ら 成 る 印 刷 画 像 （ Ｑ １ ） を

有 し て お り 、 さ ら に 、 第 二 の 画 像 （ ３ ） は 、 基 材 （ １ ） に 対 し て 斜 め 方 向 か ら 観 察 し た 際

に 視 認 さ れ る 、 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） 、 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３

３ ） 及 び 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） を 有 し て い る 。 以 下 、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） の 領

域 （ Ｚ １ ） の 詳 細 な 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま ず 、 基 材 （ １ ） に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 に お い て 、 基 材 （ １ ） は 特 に 限 定 が な く 、 紙 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 カ ー ド 、 フ ィ ル ム
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等 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る が 、 少 な く と も 、 領 域 （ Ｚ １ ） は 、 光 反 射 性 を 有 す る 必 要 が

あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 光 反 射 性 を 有 す る と は 、 照 射 さ れ た 光 の す べ て 、 又 は 一 部 を 反 射 し 、 反 射 し た 物 質 の 形

状 又 は 色 が 観 察 可 能 な 特 性 を 有 す る こ と を 言 う 。 な お 、 本 発 明 に お け る 反 射 と は 拡 散 反 射

で あ れ ば よ く 、 金 属 材 料 に よ る 金 属 反 射 や 、 樹 脂 等 に よ る 鏡 面 反 射 を 伴 う 必 要 は な い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 な お 、 基 材 （ １ ） が 光 反 射 性 を 有 し て い な い 材 料 か ら 成 る 場 合 、 基 材 （ １ ） の 上 に 、 光

反 射 性 を 有 す る イ ン キ を 用 い て 印 刷 す る こ と で 、 領 域 （ Ｚ １ ） を 形 成 す る 。 な お 、 光 反 射

性 を 有 す る イ ン キ と し て は 、 公 知 の 着 色 イ ン キ を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 次 に 、 第 一 の 画 像 （ ２ ） に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ４ は 、 第 一 の 画 像 （ ２ ） を 示 す 平 面 図 で あ り 、 領 域 （ Ｚ １ ） と 異 な る 色 の 第 一 の 色 の

背 景 要 素 （ ２ ａ ） が 規 則 的 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て 成 る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 規 則 的 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 す る と は 、 特 定 の ピ ッ チ で 二 つ の 異 な る 方 向 に マ ト リ ク ス

状 に 配 置 さ れ た 状 態 の こ と で あ る 。 図 ４ で は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） が 、 上 下 方 向 で あ

る 第 一 の 方 向 （ ｖ １ ） 及 び 左 右 方 向 で あ る 第 二 の 方 向 （ ｖ ２ ） の 二 方 向 に 特 定 の ピ ッ チ で

配 置 さ れ た 状 態 を 示 し て い る が 、 二 つ の 異 な る 方 向 は 、 上 下 左 右 方 向 に 限 定 さ れ ず 、 斜 め

方 向 で あ っ て も よ い 。 以 下 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） が 規 則 的 に 配 置 さ れ る 特 定 の ピ ッ チ を 第 一

の ピ ッ チ （ Ｐ １ ） と し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ４ で は 、 正 方 形 に 形 成 さ れ た 背 景 要 素 （ ２ ａ ） を 示 し て い る が 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の

形 状 は 、 各 潜 像 画 像 （ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ ） を 観 察 す る 際 に 、 目 視 上 同 じ よ う に 観 察

さ れ る 範 囲 で あ れ ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 三 角 形 、 楕 円 等 任 意 の 図 形 や 、 任 意 の 図 形 の 組

み 合 わ せ に よ り 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） を 形 成 し て も 良 い 。 さ ら に は 、 一 つ の 背 景 要 素 （

２ ａ ） を 、 複 数 の 網 点 で 形 成 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 大 き さ は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 前 述 し た 潜 像 印 刷 物 に

領 域 （ Ｚ ） を 形 成 す る 場 合 に 、 他 の デ ザ イ ン と の 関 係 や 、 潜 像 画 像 の 図 柄 の 解 像 度 の 問 題

か ら １ ０ μ ｍ ～ ５ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 で 形 成 す る こ と が 、 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 色 で あ る 、 領 域 （ Ｚ １ ） と 異 な る 色 の 第 一 の 色 と は 、 反 射 光 下 で 観

察 し た 際 に 、 肉 眼 で 領 域 （ Ｚ １ ） と 識 別 可 能 な 色 の こ と で あ る 。 な お 、 第 一 の 色 は 、 領 域

（ Ｚ １ ） の 色 と 同 じ 色 相 で 濃 度 が 異 な る 色 と し て も よ く 、 例 え ば 、 第 一 の 色 を 淡 い 赤 色 と

し 、 領 域 （ Ｚ １ ） の 色 を 濃 い 赤 色 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の 場 合 で も 、 本 発 明 に お い

て 第 一 の 色 は 、 領 域 （ Ｚ １ ） と 異 な る 色 と す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 形 成 方 法 は 、 公 知 の 第 一 の 色 の 着 色 イ ン キ を 用 い て 、 ス ク リ ー ン 印

刷 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 印 刷 、 凹 版 印 刷 、 オ フ セ ッ ト 印 刷 、 凸 版 印 刷 、 グ ラ ビ ア 印 刷 、 塗 布 等

の 公 知 の 印 刷 方 法 に よ り 基 材 （ １ ） 上 に 形 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に 、 傾 け て 視 認 可 能 と な る 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ６ （ ａ ） は 、 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） の 平 面 図 で あ る 。 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） は 、

基 材 （ １ ） と 等 色 の イ ン キ に よ り 形 成 さ れ た 、 盛 り 上 が り を 有 す る 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １

ａ ） が 、 複 数 配 置 さ れ て 成 る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） が 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の う
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ち 、 一 部 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 同 じ 方 向 で あ る 第 三 の 方 向 （ ｖ ３ ） に 隣 接 又 は 近 接

す る 位 置 の 基 材 （ １ ） 上 に 複 数 配 置 さ れ る こ と で 、 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） と し て 、 「 １

」 の 文 字 が 表 さ れ る 。 な お 、 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） 及 び 後 述 す る 各 潜 像 画 像 は 、 図 ７ に

示 す よ う に 、 「 １ 」 の 文 字 の 背 景 と な る 部 分 に 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） に 配 置 し て 成 る

構 成 と し て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ８ は 、 本 発 明 に お け る 、 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） と 背 景 要 素

（ ２ ａ ） の 位 置 関 係 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 本 発 明 に お い て 、 同 じ 方 向 と は 、 背 景 要 素 （ ２

ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 の あ る 方 向 と 、 同 じ 方 向 で あ る こ と 言

う 。 例 え ば 、 複 数 の 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察

者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ２ ） の あ る 第 三 の 方 向 （ ｖ ３ ） に 全 て 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 複 数 の 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） も 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） と 同 じ 第 三 の 方 向 （ ｖ

３ ） に 全 て 配 置 さ れ て い る が 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 が 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２

ａ ） を 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ３ ） の あ る 方 向 と 、 第 三 の 方 向 （ ｖ ３ ） は 異 な る

方 向 で あ る 。 よ っ て 、 本 発 明 に お い て 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） が 配 置 さ れ た 方 向 は 、

第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） が 配 置 さ れ た 方 向 と は 異 な る 逆 方 向 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 同 様 に 、 複 数 の 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者

の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ４ ） の あ る 第 五 の 方 向 （ ｖ ５ ） に 全 て 配 置 さ れ る 。 ま

た 、 複 数 の 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） も 、 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） と 同 じ 第 五 の 方 向 （

ｖ ５ ） に 全 て 配 置 さ れ て い る が 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 が 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３

４ ａ ） を 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ５ ） の あ る 方 向 と 、 第 五 の 方 向 （ ｖ ５ ） は 異 な

る 方 向 で あ る 。 よ っ て 、 本 発 明 に お い て 、 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） が 配 置 さ れ た 方 向 は

、 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） が 配 置 さ れ た 方 向 と は 異 な る 逆 方 向 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 領 域 （ Ｚ １ ） に 配 置 さ れ る 複 数 の 潜 像 要 素 は 、 同 じ 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数 の 第 一 の 潜 像

要 素 （ ３ １ ａ ） と 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） と は 異 な る 一 つ の 方 向 に 配 置 さ れ た 複 数 の

第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） と 、 ・ ・ ・ 、 各 潜 像 要 素 と は 異 な る 一 つ の 方 向 及 に 配 置 さ れ た

複 数 の 第 ｎ の 潜 像 要 素 （ ｎ は ３ 以 上 の 自 然 数 ） か ら 成 る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） が 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し て 配 置 さ

れ る 方 向 の 数 は 、 観 察 さ れ る 潜 像 画 像 の 数 及 び 基 材 （ １ ） に 対 し て 斜 め か ら 観 察 す る 方 向

の 数 と 同 じ で あ る 。 こ こ で は 、 四 つ の 潜 像 画 像 が 観 察 さ れ る 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） に つ い て

説 明 し て い る の で 、 潜 像 要 素 は 、 四 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 つ ま り 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し て 四 つ の 異 な る 方 向 に 、 異 な る 図 柄 を 表 す る 潜 像 要 素

を そ れ ぞ れ 形 成 す る こ と で 、 傾 け て 視 認 し た 際 に 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） が 死 角 と な る か 否 か

に よ り 、 そ れ ぞ れ 異 な る 潜 像 画 像 を 視 認 す る こ と が 、 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ９ は 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） と 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） が 隣 接 し て 配 置 さ れ た 状 態 を 詳

細 に 説 明 す る 図 で あ る 。 本 発 明 に お い て 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 隣 接 し て 第 一 の 潜 像 要 素 （

３ １ ａ ） が 配 置 さ れ る 場 合 、 図 ９ （ ａ ） 及 び 図 ９ （ ｂ ） の 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 背 景 要 素

（ ２ ａ ） と 潜 像 要 素 （ ３ ） の 輪 郭 が 互 い に 少 な く と も 一 点 接 し て 配 置 さ れ た 状 態 と な っ て

い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 近 接 し て 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） が 配 置

さ れ る 場 合 、 図 ９ （ ｃ ） の 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） と 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３

１ ａ ） の 輪 郭 が 接 す る こ と な く 配 置 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。 な お 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） と

第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 輪 郭 の 距 離 （ Ｌ １ ） で は 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） が 、 他
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の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） 及 び 背 景 要 素 （ ２ ａ ） と 隣 接 し な い 位 置 に 配 置 可

能 で あ れ ば 、 特 に 限 定 は な い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 続 い て 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ

） の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 前 述 し た 背 景 要 素 （ ２ ａ ） と 同 様 の 形 状 と す る

こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す 台 形 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す 三 角 形 で も よ

い し 、 そ の 他 の 形 状 で も よ い 。 ま た 、 複 数 の 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 形 状 は 、 互 い に

異 な っ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 好 ま し く は 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 第 三 の 方 向 （ ｖ ３ ） に 対 す る 垂 直 方 向

の 幅 （ Ｗ １ ） が 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 第 三 の 方 向 （ ｖ ３ ） に 対 す る 垂 直 方 向 の 幅 （ Ｗ ２ ）

以 上 と す る の が 良 い 。 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 幅 （ Ｗ １ ） を 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 幅 （

Ｗ ２ ） 以 上 と す る こ と で 、 斜 め か ら 観 察 し た と き に 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） を す べ て 第 一 の 潜

像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 死 角 と し て 、 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） を 明 瞭 に 観 察 す る こ と が 可 能 と

な る か ら で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） は 、 領 域 （ Ｚ １ ） と 等 色 の 盛 り 上 が り を 有 す る イ ン キ で 形 成

す る 。 領 域 （ Ｚ １ ） と 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 色 が 異 な る 場 合 、 領 域 （ Ｚ ） を 正 面 か

ら 観 察 し た 際 に 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） か ら 成 る 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） が 視 認 さ れ

、 好 ま し く な い 。 な お 、 本 発 明 に お い て 、 「 等 色 」 と は 、 領 域 （ Ｚ １ ） と 第 一 の 潜 像 要 素

（ ３ １ ａ ） の 色 差 Δ Ｅ が ６ 未 満 の 範 囲 の こ と で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） は 、 盛 り 上 が り を 有 す る イ ン キ で 形 成 す る が 、 高 さ は 、 背 景

要 素 （ ２ ａ ） の 大 き さ 、 観 察 す る 角 度 に 応 じ て 、 傾 け て 観 察 し た と き に 背 景 要 素 （ ２ ａ ）

を 死 角 と す る こ と が 可 能 と な る よ う に 、 適 宜 調 整 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） は 、 盛 り 上 が り を 有 す る こ と が 可 能 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ ず

、 ス ク リ ー ン 印 刷 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 印 刷 、 凹 版 印 刷 、 塗 布 等 の 各 種 印 刷 方 法 を 用 い る こ と

が で き る 。 こ の よ う な 印 刷 方 法 で 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） を 形 成 す る こ と で 、 第 一 の 潜

像 要 素 （ ３ １ ａ ） を 斜 め か ら 観 察 し た と き に 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） を 死 角 と す る こ と が 可 能

な 、 イ ン キ の 厚 盛 り を 行 う こ と が 、 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 に 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 １ １ （ ａ ） は 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） の 平 面 図 で あ る 。 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） は

、 領 域 （ Ｚ １ ） と 等 色 の イ ン キ に よ り 形 成 さ れ た 、 盛 り 上 が り を 有 す る 第 二 の 潜 像 要 素 （

３ ２ ａ ） が 、 複 数 配 置 さ れ て 成 る 。 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） が 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ

う に 、 一 部 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 前 述 し た 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） を 配 置 し た 方

向 と は 異 な る 一 つ の 方 向 で あ る 第 四 の 方 向 （ ｖ ４ ） に 隣 接 又 は 近 接 す る 位 置 の 領 域 （ Ｚ １

） 上 に 複 数 配 置 さ れ る こ と で 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） と し て 、 「 ２ 」 の 文 字 が 表 さ れ る

。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 第 四 の 方 向 （ ｖ ４ ） と は 、 正 対 し て 傾 け て 視 認 し た 際 に 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） が 視

認 可 能 と な る 方 向 の こ と で あ り 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） が 配 置 さ れ た 第 三 の 方 向 （ ｖ

２ ） と は 逆 方 向 で あ る 。 複 数 の 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に

対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ３ ） の あ る 第 四 の 方 向 （ ｖ ４ ） に 全 て 配

置 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 な お 、 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） 及 び 各 後 述 す る 各 潜 像 要 素 の 形 状 、 形 成 す る イ ン キ 及

び 形 成 方 法 は 、 前 述 し た 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） と 同 様 で あ る こ と か ら 、 説 明 を 省 略 す

10

20

30

40

50



(8) JP  6252863  B2  2017.12.27

る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 次 に 、 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 １ ２ （ ａ ） は 、 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） の 平 面 図 で あ る 。 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） は

、 領 域 （ Ｚ １ ） と 等 色 の イ ン キ に よ り 形 成 さ れ た 、 盛 り 上 が り を 有 す る 第 三 の 潜 像 要 素 （

３ ３ ａ ） が 、 複 数 配 置 さ れ て 成 る 。 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） は 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ

う に 、 一 部 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 前 述 し た 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） 及 び 第 二 の 潜

像 要 素 （ ３ ２ ａ ） を 配 置 し た 方 向 と は 異 な る 一 つ の 方 向 で あ る 第 五 の 方 向 （ ｖ ５ ） に 隣 接

又 は 近 接 す る 位 置 の 領 域 （ Ｚ １ ） 上 に 複 数 配 置 さ れ る こ と で 、 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） と

し て 、 「 ３ 」 の 文 字 が 表 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 第 五 の 方 向 （ ｖ ５ ） と は 、 正 対 し て 傾 け て 視 認 し た 際 に 、 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） が 視

認 可 能 と な る 方 向 の こ と で あ る 。 複 数 の 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （

２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ４ ） の あ る 第 五 の 方 向 （ ｖ ５ ）

に 全 て 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 次 に 、 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 １ ３ （ ａ ） は 、 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） の 平 面 図 で あ る 。 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） は

、 領 域 （ Ｚ １ ） と 等 色 の イ ン キ に よ り 形 成 さ れ た 、 盛 り 上 が り を 有 す る 第 四 の 潜 像 要 素 （

３ ４ ａ ） が 、 複 数 配 置 さ れ て 成 る 。 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） は 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ

う に 、 一 部 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 前 述 し た 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ ）

を 配 置 し た 方 向 と は 異 な る 一 つ の 方 向 で あ る 第 六 の 方 向 （ ｖ ６ ） に 隣 接 又 は 近 接 す る 位 置

の 領 域 （ Ｚ １ ） 上 に 複 数 配 置 さ れ る こ と で 、 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） と し て 、 「 ４ 」 の 文

字 が 表 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 第 六 の 方 向 （ ｖ ６ ） と は 、 正 対 し て 傾 け て 視 認 し た 際 に 、 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） が 視

認 可 能 と な る 方 向 の こ と で あ り 、 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） が 配 置 さ れ た 第 五 の 方 向 （ ｖ

５ ） と は 逆 方 向 で あ る 。 複 数 の 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に

対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ５ ） の あ る 第 六 の 方 向 （ ｖ ６ ） に 全 て 配

置 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 続 い て 、 以 上 の 構 成 で 成 る 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 傾 け て 観 察 し た 際 に 、 潜 像 画 像 が 視 認

可 能 と な る 原 理 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） は 、 基 材 （ １ ） に 対 し て 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） 及 び 各 潜 像 要

素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） が 形 成 さ れ た 面 を 傾 け る こ と で 、 各 潜 像 画 像 （ ３

１ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ ） を 観 察 す る こ と が 可 能 と な る 。 図 １ ４ は 、 領 域 （ Ｚ １ ） 上 に 、 背

景 要 素 （ ２ ａ ） 及 び 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） が 形 成 さ れ た 面 の 一

部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 図 １ ４ に お け る 、 視 点 （ Ｅ １ ） は 、 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） に 対 し て 、 真 上 か ら 観 察 し た 場

合 の 視 点 を 示 す 。 視 点 （ Ｅ １ ） で は 、 領 域 （ Ｚ １ ） と 等 色 の 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ

、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） を 区 分 け し て 視 認 す る こ と は で き な い 。 よ っ て 、 各 潜 像 画 像 は 視 認 さ

れ ず 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） か ら 成 る 、 マ ト リ ク ス 状 の 第 一 の 画 像 （ ２ ） が 視 認 さ れ る

。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 図 １ ５ （ ａ ） は 、 図 １ ４ に お け る Ｙ － Ｙ ＇ 断 面 図 で あ り 、 図 １ ５ （ ｂ ） は 、 図 １ ４ に お

け る Ｘ － Ｘ ＇ 断 面 図 で あ る 。 次 に 、 視 点 （ Ｅ ２ ） か ら 観 察 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 視
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点 （ Ｅ ２ ） で は 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 隣 接 し て 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） が 形 成 さ れ た 部

分 で は 、 図 １ ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） に よ り 背 景 要 素 （ ２ ａ ）

が 死 角 と な り 、 視 認 さ れ な い 。 こ れ は 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 第 三 の 方 向 （ ｖ ３ ）

に 対 す る 垂 直 方 向 の 幅 （ Ｗ １ ） が 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 第 三 の 方 向 （ ｖ ３ ） に 対 す る 垂 直 方

向 の 幅 （ Ｗ ２ ） 以 上 で あ る た め で あ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し て 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） が 形 成 さ れ な い 部 分 で は 、 背 景

要 素 （ ２ ａ ） は 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 死 角 と な ら ず 、 視 認 可 能 で あ る 。 こ の よ う に

、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 傾 け て 、 視 点 （ Ｅ ２ ） か ら 観 察 す る と 、 第 一 の 潜 像 要 素

（ ３ １ ａ ） の 有 無 に よ り 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） は 死 角 と な る 部 分 と 、 視 認 可 能 と な る 部 分 が

生 じ 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） の 配 置 に よ り 形 成 さ れ た 、 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） が 観

察 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 「 １ 」 の 文 字 が 領 域 （ Ｚ １ ） と 異 な る 色 で 観 察 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 次 に 、 視 点 （ Ｅ ３ ） か ら 観 察 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 視 点 （ Ｅ ３ ） で は 、 背 景 要 素

（ ２ ａ ） に 隣 接 し て 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） が 形 成 さ れ た 部 分 で は 、 図 １ ５ （ ａ ） に 示

す よ う に 、 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） に よ り 背 景 要 素 （ ２ ａ ） が 死 角 と な り 、 視 認 さ れ な

い 。 こ れ は 、 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） の 第 四 の 方 向 （ ｖ ４ ） に 対 す る 垂 直 方 向 の 幅 （ Ｗ

１ ） が 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 第 四 の 方 向 （ ｖ ４ ） に 対 す る 垂 直 方 向 の 幅 （ Ｗ ２ ） 以 上 で あ る

た め で あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し て 、 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） が 形 成 さ れ な い 部 分 で は 、 背 景

要 素 （ ２ ａ ） は 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） の 死 角 と な ら ず 、 視 認 可 能 で あ る 。 こ の よ う に

、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 傾 け て 、 視 点 （ Ｅ ３ ） か ら 観 察 す る と 、 第 二 の 潜 像 要 素

（ ３ ２ ａ ） の 有 無 に よ り 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） は 死 角 と な る 部 分 と 、 視 認 可 能 と な る 部 分 が

生 じ 、 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） の 配 置 に よ り 形 成 さ れ た 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） が 観

察 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 「 ２ 」 の 文 字 が 領 域 （ Ｚ １ ） と 異 な る 色 で 観 察 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 次 に 、 視 点 （ Ｅ ４ ） か ら 観 察 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 視 点 （ Ｅ ４ ） で は 、 背 景 要 素

（ ２ ａ ） に 隣 接 し て 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） が 形 成 さ れ た 部 分 で は 、 図 １ ５ （ ｂ ） に 示

す よ う に 、 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） に よ り 背 景 要 素 （ ２ ａ ） が 死 角 と な り 、 視 認 さ れ な

い 。 こ れ は 、 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） の 第 五 の 方 向 （ ｖ ５ ） に 対 す る 垂 直 方 向 の 幅 （ Ｗ

１ ） が 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 第 五 の 方 向 （ ｖ ５ ） に 対 す る 垂 直 方 向 の 幅 （ Ｗ ２ ） 以 上 で あ る

た め で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し て 、 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） が 形 成 さ れ な い 部 分 で は 、 背 景

要 素 （ ２ ａ ） は 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） の 死 角 と な ら ず 、 視 認 可 能 で あ る 。 こ の よ う に

、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 傾 け て 、 視 点 （ Ｅ ４ ） か ら 観 察 す る と 、 第 三 の 潜 像 要 素

（ ３ ３ ａ ） の 有 無 に よ り 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） は 死 角 と な る 部 分 と 、 視 認 可 能 と な る 部 分 が

生 じ 、 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） の 配 置 に よ り 形 成 さ れ た 、 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） が 観

察 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 「 ３ 」 の 文 字 が 領 域 （ Ｚ １ ） と 異 な る 色 で 観 察 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 次 に 、 視 点 （ Ｅ ５ ） か ら 観 察 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 視 点 （ Ｅ ５ ） で は 、 背 景 要 素

（ ２ ａ ） に 隣 接 し て 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） が 形 成 さ れ た 部 分 で は 、 図 １ ５ （ ｂ ） に 示

す よ う に 、 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） に よ り 背 景 要 素 （ ２ ａ ） が 死 角 と な り 、 視 認 さ れ な

い 。 こ れ は 、 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） の 第 六 の 方 向 （ ｖ ６ ） に 対 す る 垂 直 方 向 の 幅 （ Ｗ

１ ） が 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 第 六 の 方 向 （ ｖ ６ ） に 対 す る 垂 直 方 向 の 幅 （ Ｗ ２ ） 以 上 で あ る

た め で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し て 、 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） が 形 成 さ れ な い 部 分 で は 、 背 景

要 素 （ ２ ａ ） は 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） の 死 角 と な ら ず 、 視 認 可 能 で あ る 。 こ の よ う に
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、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） を 傾 け て 、 視 点 （ Ｅ ５ ） か ら 観 察 す る と 、 第 四 の 潜 像 要 素

（ ３ ４ ａ ） の 有 無 に よ り 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） は 死 角 と な る 部 分 と 、 視 認 可 能 と な る 部 分 が

生 じ 、 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） の 配 置 に よ り 形 成 さ れ た 、 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） が 観

察 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 「 ４ 」 の 文 字 が 領 域 （ Ｚ １ ） と 異 な る 色 で 観 察 さ れ る 。 以 上 が

、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） に お い て 、 観 察 角 度 の 変 化 に よ り 異 な る 潜 像 画 像 が 視 認 可

能 と な る 原 理 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 な お 、 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） の 幅 （ Ｗ １ ） が 、 背 景 要 素 （ ２

ａ ） の 幅 （ Ｗ ２ ） よ り 小 さ く な る ほ ど 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の み が 形 成 さ れ た 部 分 と の 反 射

光 下 に お け る コ ン ト ラ ス ト が 小 さ く な り 潜 像 画 像 の 視 認 性 が 低 下 す る の で 、 各 潜 像 要 素 （

３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） の 幅 （ Ｗ １ ） を 背 景 要 素 （ ２ ａ ） の 幅 （ Ｗ ２ ） よ り 小

さ く す る 場 合 に は 、 観 察 さ れ る 潜 像 画 像 の 視 認 性 に 応 じ て 、 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ

、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） の 幅 （ Ｗ １ ） を 適 宜 調 整 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 複 数 の 潜 像 画 像 が 形 成 さ れ る 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） に つ い て 、 四 つ の 潜 像 画 像 が 観 察 さ れ

る 例 で 説 明 し た が 、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） で は 、 さ ら に 、 異 な る 方 向 に 潜 像 要 素 （

３ ） を 配 置 す る こ と で 、 多 数 の 潜 像 画 像 を 出 現 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 一 例 と し て 、 図 １ ６ を 用 い て 、 八 つ の 潜 像 画 像 を 出 現 す る こ と を 可 能 と し た 、 潜 像 印 刷

物 （ Ｓ １ ） に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 図 示 し な い 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ ）

は 、 基 材 （ １ ） を 傾 け る こ と で 、 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） 、 第

三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） 、 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） 、 第 五 の 潜 像 画 像 （ ３ ５ ） 、 第 六 の 潜 像

画 像 （ ３ ６ ） 、 第 七 の 潜 像 画 像 （ ３ ７ ） 及 び 第 八 の 潜 像 画 像 （ ３ ８ ） の 八 つ の 潜 像 画 像 が

、 視 認 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 図 １ ６ （ ｂ ） は 、 複 数 の 潜 像 要 素 （ ２ ａ ） の う ち 、 一 つ の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） が 模 式 的 に

図 示 さ れ て い る 。 八 つ の 潜 像 画 像 が 視 認 可 能 と な る 場 合 、 図 １ ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第

一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） を 形 成 す る 複 数 の 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （

２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ２ ） の あ る 第 三 の 方 向 （ ｖ ３ ）

に 全 て 配 置 さ れ 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） を 形 成 す る 複 数 の 第 二 の 潜 像 要 素 （ ３ ２ ａ ） は

、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ３ ） の あ る

第 四 の 方 向 （ ｖ ５ ） に 全 て 配 置 さ れ 、 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） を 形 成 す る 複 数 の 第 三 の 潜

像 要 素 （ ３ ３ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る

視 点 （ Ｅ ４ ） の あ る 第 五 の 方 向 （ ｖ ６ ） に 全 て 配 置 さ れ 、 第 四 の 潜 像 画 像 （ ３ ４ ） を 形 成

す る 複 数 の 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認

す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ５ ） の あ る 第 六 の 方 向 （ ｖ ７ ） に 全 て 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 さ ら に 、 第 五 の 潜 像 画 像 （ ３ ５ ） を 形 成 す る 複 数 の 第 五 の 潜 像 要 素 （ ３ ５ ａ ） は 、 複 数

の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ６ ） の あ る 第 七 の

方 向 （ 図 示 せ ず ） に 全 て 配 置 さ れ 、 第 六 の 潜 像 画 像 （ ３ ６ ） を 形 成 す る 複 数 の 第 六 の 潜 像

要 素 （ ３ ６ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視

点 （ Ｅ ７ ） の あ る 第 八 の 方 向 （ 図 示 せ ず ） に 全 て 配 置 さ れ 、 第 七 の 潜 像 画 像 （ ３ ７ ） を 形

成 す る 複 数 の 第 七 の 潜 像 要 素 （ ３ ７ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視

認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ８ ） の あ る 第 九 の 方 向 （ 図 示 せ ず ） に 全 て 配 置 さ れ 、 第 八

の 潜 像 画 像 （ ３ ８ ） を 形 成 す る 複 数 の 第 八 の 潜 像 要 素 （ ３ ８ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２

ａ ） に 対 し 、 観 察 者 の 視 認 す る 観 察 方 向 で あ る 視 点 （ Ｅ ９ ） の あ る 第 十 の 方 向 （ 図 示 せ ず

） に 全 て 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 １ ６ （ ｂ ） の 構 成 と す る こ と で 、 基 材 （ １ ） を 、 反 射 光 下 で 各 潜 像 要 素 を 配 置 し た 方

向 に 傾 け て 観 察 す る と 、 同 じ 方 向 に 配 置 さ れ た 各 潜 像 要 素 か ら 成 る 潜 像 画 像 が 視 認 さ れ る
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。 例 え ば 、 視 点 （ Ｅ １ ） か ら 観 察 す る と 、 第 一 の 潜 像 画 像 （ ３ １ ） が 視 認 さ れ 、 視 点 （ Ｅ

２ ） か ら 観 察 す る と 、 第 二 の 潜 像 画 像 （ ３ ２ ） が 視 認 さ れ 、 視 点 （ Ｅ ３ ） か ら 観 察 す る と

、 第 三 の 潜 像 画 像 （ ３ ３ ） が 視 認 さ れ 、 視 点 （ Ｅ ４ ） か ら 観 察 す る と 、 第 四 の 潜 像 画 像 （

３ ４ ） が 視 認 さ れ 、 視 点 （ Ｅ ５ ） か ら 観 察 す る と 、 第 五 の 潜 像 画 像 （ ３ ５ ） が 視 認 さ れ 、

視 点 （ Ｅ ６ ） か ら 観 察 す る と 、 第 六 の 潜 像 画 像 （ ３ ６ ） が 視 認 さ れ 、 視 点 （ Ｅ ７ ） か ら 観

察 す る と 、 第 七 の 潜 像 画 像 （ ３ ７ ） が 視 認 さ れ 、 視 点 （ Ｅ ８ ） か ら 観 察 す る と 、 第 八 の 潜

像 画 像 （ ３ ８ ） が 視 認 さ れ る 。 以 上 、 本 発 明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） は 、 異 な る 方 向 に 潜 像

要 素 （ ３ ） を 配 置 す る こ と で 、 多 数 の 潜 像 画 像 を 出 現 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 前 述 し た 構 成 に お い て 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） は 、 領 域 （ Ｚ １ ） の 上 に 、 領 域 （ Ｚ １ ） と は

異 な る 色 の イ ン キ に よ り 形 成 さ れ て い た が 、 他 の 形 態 と し て は 、 基 材 （ １ ） と 各 潜 像 要 素

（ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） の 間 に 領 域 （ Ｚ １ ） を 基 材 （ １ ） と 異 な る 色 の イ ン

キ で 形 成 し た の ち 、 領 域 （ Ｚ １ ） の 一 部 に 、 イ ン キ を 施 さ ず に 、 下 層 を 露 出 す る こ と で 、

背 景 要 素 （ ２ ａ ） を 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 図 １ ７ は 、 イ ン キ で 形 成 し た 領 域 （ Ｚ ２ ） を 有 す る 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ ２ ） の 構 成 を 詳 細 に

示 す 展 開 図 で あ る 。 な お 、 第 二 の 画 像 （ ３ ） は 、 前 述 し た 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ ） と 同 様 で あ

る こ と か ら 説 明 を 省 略 し 、 イ ン キ で 形 成 し た 領 域 （ Ｚ ２ ） の 詳 細 な 構 成 に つ い て 説 明 す る

。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 図 １ ７ の 領 域 Ａ の Ｘ － Ｘ ＇ 断 面 に 示 す よ う に 、 領 域 （ Ｚ ２ ） は 、 基 材 （ １ ） と 第 四 の

潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） の 間 に 、 基 材 （ １ ） と 異 な る 色 の 第 三 の イ ン キ に よ り 形 成 さ れ て い る

。 な お 、 第 三 の イ ン キ に は 、 公 知 の 着 色 イ ン キ を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 領 域 （ Ｚ ２

） は 、 用 い る イ ン キ に 対 応 し た 印 刷 方 法 に よ り 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 領 域 （ Ｚ ２ ） が 、 第 三 の イ ン キ に よ り 形 成 さ れ た 場 合 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ＇ ） は 、 領 域 （

Ｚ ２ ） を 形 成 す る 第 三 の イ ン キ を 施 さ ず に 、 第 三 の イ ン キ の 下 層 で あ る 基 材 （ １ ） を 露 出

す る こ と で 形 成 さ れ る 。 な お 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ＇ ） の 形 状 及 び 配 置 に つ い て は 、 前 述 し た

背 景 要 素 （ ２ ａ ） と 同 様 で あ る こ と か ら 、 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 前 述 し た 構 成 で は 、 各 潜 像 要 素 と 、 そ の 下 に 位 置 し た 基 材 （ １ ） を 等 色 で 形 成 し て い た

が 、 本 構 成 で は 、 各 潜 像 要 素 と 、 そ の 下 に 位 置 し た 第 三 の イ ン キ か ら 成 る 領 域 （ Ｚ ２ ） を

等 色 で 形 成 す る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 領 域 （ Ｚ ２ ） と 各 潜 像 要 素 を 等 色 と す る こ と で 、 前 述 の 構 成 と 同 様 に 、 領 域 （ Ｚ ２ ） を

、 視 点 （ Ｅ １ ） で あ る 、 真 上 か ら 観 察 し た 際 に 、 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、

３ ４ ａ ） が 領 域 （ Ｚ ２ ） と 区 分 け し て 視 認 す る こ と が で き な い た め 、 各 潜 像 画 像 が 隠 ぺ い

さ れ た 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ ２ ） を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 図 １ ８ は 、 図 １ ７ に 示 す 領 域 （ Ｚ ２ ） の 他 の 構 成 を 示 す Ｘ － Ｘ ＇ 断 面 図 で あ り 、 図 １ ７

に 示 し た 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ ２ ） を 構 成 す る 基 材 （ １ ） が 、 光 反 射 性 を 有 し な い 材 料 か ら 成 る

場 合 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 基 材 （ １ ） が 光 反 射 性 を 有 し て い な い 材 料 か ら 成 る 場 合 、 図 １

８ に 示 す よ う に 、 基 材 （ １ ＇ ） の 上 に 、 光 反 射 性 を 有 す る イ ン キ を 用 い て 光 反 射 層 （ ５ ）

を 印 刷 し た の ち 、 光 反 射 層 （ ５ ） の 上 に 、 領 域 （ Ｚ ２ ） を 第 三 の イ ン キ を 用 い て 印 刷 す る

こ と で 形 成 す る 。 な お 、 光 反 射 層 （ ５ ） を 形 成 す る 光 反 射 性 を 有 す る イ ン キ と し て は 、 公

知 の 着 色 イ ン キ を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 光 反 射 層 （ ５ ） を 有 す る 構 成 の 場 合 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ＇ ） は 、 領 域 （ Ｚ ２ ） を 形 成 す る

第 三 の イ ン キ を 施 さ ず に 、 第 三 の イ ン キ の 下 層 で あ る 光 反 射 層 （ ５ ） を 露 出 す る こ と で 形

成 さ れ る 。 以 上 、 光 反 射 層 （ ５ ） を 有 す る こ と で 、 基 材 （ １ ） を 限 定 す る こ と な く 、 本 発
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明 の 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） を 形 成 す る こ と が 、 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 次 に 、 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） を 視 点 （ Ｅ １ ） か ら 視 認 し た 際 に 、 有 意 味 情 報 で あ る

可 視 画 像 （ ４ ） が 視 認 可 能 と な る 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 図 １ ９ は 、 可 視 画 像 （ ４ ） を 有 す る 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ ３ ） の 領 域 （ Ｚ ３ ） の 構 成 を 詳 細 に

示 す 展 開 図 で あ る 。 な お 、 印 刷 画 像 （ Ｑ ３ ） は 、 第 三 の イ ン キ か ら 成 る 領 域 （ Ｚ ３ ） 及 び

第 二 の 画 像 （ ３ ） か ら 成 る が 、 可 視 画 像 （ ４ ） を 詳 細 に 示 す た め に 、 第 二 の 画 像 （ ３ ） は

、 図 示 を 省 略 し て い る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 可 視 画 像 （ ４ ） は 、 背 景 要 素 （ ２ ａ ） と は 異 な る 色 の 第 四 の イ ン キ で 形 成 さ れ た 、 複 数

の 可 視 要 素 （ ４ ａ ） が 規 則 的 に 配 置 さ れ て 、 ハ ー ト マ ー ク を 形 成 し て い る 。 な お 、 可 視 画

像 （ ４ ） は 、 マ ー ク の 他 に 、 文 字 、 数 字 、 記 号 、 図 形 、 図 柄 等 任 意 の 形 状 と す る こ と が 可

能 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 な お 、 可 視 要 素 （ ４ ａ ） の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 前 述 し た 背 景 要 素 （ ２

ａ ） と 同 様 の 形 状 と す る こ と が 可 能 で あ る こ と か ら 、 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 図 ２ ０ は 、 可 視 要 素 （ ４ ａ ） の 配 置 箇 所 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ ０ で は 、 領 域

（ Ｚ ３ ） が 第 三 の イ ン キ で 形 成 さ れ た 構 成 と し て い る 。 可 視 要 素 （ ４ ａ ） は 、 各 潜 像 要 素

（ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） と 重 複 し な い 位 置 に 配 置 さ れ る 。 な お 、 可 視 要 素 （

４ ａ ） は 、 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） と 重 複 し な い 位 置 で あ れ ば 、

特 に 限 定 す る こ と な く 配 置 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 図 ２ ０ に 示 す 潜 像 印 刷 物 （ Ｓ ３ ） を 、 視 点 （ Ｅ １ ） か ら 観 察 し た 場 合 、 複 数 の 背 景 要 素

（ ２ ａ ） と 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ ） は 、 等 色 に 視 認 さ れ る が 、 可

視 要 素 （ ４ ａ ） は 、 複 数 の 背 景 要 素 （ ２ ａ ） 及 び 各 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ３ ａ 、

３ ４ ａ ） と 異 な る 色 で あ る こ と か ら 、 複 数 の 可 視 要 素 （ ４ ａ ） か ら 成 る 可 視 画 像 （ ４ ） が

、 視 認 可 能 と な る 。 よ っ て 、 可 視 画 像 （ ４ ） を 形 成 す る こ と で 、 視 点 （ Ｅ １ ） か ら も 有 意

味 情 報 を 観 察 す る こ と が で き 、 印 刷 物 と し て の 意 匠 性 を 備 え る と も に 、 真 偽 判 別 の 際 に は

、 視 点 （ Ｅ １ ） か ら 観 察 さ れ る 有 意 味 情 報 か ら 、 各 潜 像 画 像 （ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ ）

の 図 柄 に 変 化 に よ る 、 真 偽 判 別 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 な お 、 可 視 要 素 （ ４ ａ ） を 配 置 し た 場 合 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 傾 け て 視 認 可 能 と な る

各 潜 像 画 像 （ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ ） の 視 認 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 可 視 要 素 （ ４ ａ ）

の 輪 郭 を 囲 む よ う に 、 潜 像 要 素 を 配 置 す る の が 、 好 ま し い 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 可 視 要 素 （ ４ ａ ） の 輪 郭 を 囲 む よ う に 、 第 一 の 潜 像 要 素 （ ３ １ ａ ） 、 第 二 の 潜 像 要 素 （

３ ２ ａ ） 、 第 三 の 潜 像 要 素 （ ３ ３ ａ ） 及 び 第 四 の 潜 像 要 素 （ ３ ４ ａ ） が 配 置 さ れ る こ と で

、 ど の 方 向 か ら 観 察 し て も 、 常 に 可 視 要 素 （ ４ ａ ） が 、 潜 像 要 素 の 死 角 と な る こ と で 、 可

視 画 像 （ ４ ） が ノ イ ズ に な る こ と な く 、 潜 像 画 像 を 明 瞭 に 視 認 す る こ と が 、 可 能 と な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ９ ２ 】

１ 　 　 　 基 材

２ 　 　 　 第 一 の 画 像

２ ａ 　 　 背 景 要 素

３ 　 　 　 第 二 の 画 像

３ １ 　 　 第 一 の 潜 像 画 像

３ １ ａ 　 第 一 の 潜 像 要 素

３ ２ 　 　 第 二 の 潜 像 画 像
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３ ２ ａ 　 第 二 の 潜 像 要 素

３ ３ 　 　 第 三 の 潜 像 画 像

３ ３ ａ 　 第 三 の 潜 像 要 素

３ ４ 　 　 第 四 の 潜 像 画 像

３ ４ ａ 　 第 四 の 潜 像 要 素

４ 　 　 　 可 視 画 像

４ ａ 　 　 可 視 要 素

Ｑ 　 　 　 印 刷 画 像

Ｓ １ 、 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ 　 潜 像 印 刷 物

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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